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派遣期間  平成28年４月１日～平成 29年３月31日 

 

１ 派遣業務の内容、現況 

 

派遣先の宮城県東部土木事務所は、宮城県石巻市にあり、石巻市・東松島市・女川町の２市１

町の区域を管轄しています。 

東北地方太平洋沖地震の震源地は、石巻市の牡鹿半島の東南東約 130km、深さ約 24kmを震源と

しており、当所管内は東北三県の中で最も甚大な被害を受けました。管内３市町の津波浸水面積

は合計113㎢に及び、そのうち石巻市では 20㎢を超える建物用地が浸水しました。 

当所管内の公共土木施設の被害状況は、河川 28箇所（堤防の沈下・決壊）、急傾斜2箇所（擁

壁損傷等）、海岸25箇所（堤防の決壊等）、道路 534箇所（路面損傷等）、橋梁 34箇所（落橋、

重大な損傷）の合計623箇所に及んでいます。 

こうした状況において、今年度、当所では 16班体制・職員数 146名・うち自治法派遣職員 22

名（平成28年９月１日現在）により業務に取り組んでおります。埼玉県からの派遣職員は５名

であり、全員が災害復旧事業及び復興事業に伴う用地取得とそれに付随する業務に携わっていま

す。 

具体的には、土地所有者の所在調査、相続の発生状況の確認とその相続関係に関する調査、土

地境界の確定、土地価格の決定、建物・工作物等の物件移転補償費の算定、用地取得のための交

渉・契約、補償金の支払い、所有権移転のための手続き等の事務を行っています。また、測量や

補償算定、用地補償説明を行う専門業者との業務委託契約やその進行管理等も行っています。 

災害復旧事業・復興事業における用地取得業務の手順や手続き自体は、通常事業の用地取得業

務と同様です。しかし、短期間で広範囲の用地取得を進めなければならない点や、事業の進捗が

地域全体の復旧・復興に直結している点は、通常事業と異なる点と言えます。また、津波により

住まいを失い、宮城県を離れている方・仮設住宅等に入居している方の所在の把握や、相続がな

されておらず、相続人が多数又は不在である場合の対応等も、業務を進める上で苦慮する点です。

加えて、国や市町でも同時にそれぞれの災害復旧事業・復興事業を進めていることから、両者と

の連携を密にする必要があります。 

当所の災害復旧事業の進捗状況（事業費ベース・平成28年9月末現在）は以下のとおりです。 

  

工種 
事業費（億円） 

着手率 完了率 
全体 着手済み うち完了 

河川関係 1,753 1,418 760 80.9％ 43.3％ 

道路関係 447 294 221 65.7％ 49.5％ 

合計 2,200 1,711 981 77.8％ 44.6％ 



  また、災害復旧事業及び復興事業に伴う用地取得の状況（平成 28年９月末現在）は以下のと

おりです。 

   

 箇所数 要取得筆数 取得済筆数 残筆数 取得率 

災害復旧事業 91 1,909 1,310 599 68.6％ 

復興事業 37 2,607 1,287 1,320 49.4％ 

合計 128 4,516 2,597 1,919 57.5％ 

 

  東日本大震災の発生から５年が経過しましたが、依然として事業の着手率・完了率及び用地の

取得率は低い状況であり、地元の方からも「事業の進行が遅い」とお叱りを受けることもありま

す。各々の事業が目標とする期日までに事業完了するには、早急な用地取得が求められます。 

  これからも引き続き、宮城県職員や他県からの派遣職員と協力して、業務に取り組んでいきた

いと思います。 

 

  東部土木事務所 ホームページ 

  http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/et-dbk/ 

 

 

２ 復旧･復興状況や被災地での見聞・感想 

 

  各地で災害公営住宅が完成し、防災集団移転団地にも戸建住宅が建設されている様子が見られ

ます。また、中心市街地では新たに飲食店が出店したり、ツール・ド・東北や音楽フェス等の集

客力のあるイベントが開催されたりして、街中が賑わう様子も見られます。 

  一方で、現在も仮設住宅にお住まいの方がいらっしゃることや、地元の方からの「震災前はも

っと活気があった」という話から鑑みると、復興にはまだ時間がかかるのではないかと感じます。 

  当所管内には、四季折々の見所や、魅力的な山・海の幸があります。宮城県への観光客数は震

災前に比べ９割以上の回復となっていますが、沿岸部は約７割の回復にとどまっているとのこと

です。鉄道等の公共交通機関も多くが復旧し、仙台から足を伸ばしやすくなったので、ぜひ多く

の方に来ていただきたいと思います。 
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